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研究成果の概要（和文）：平安時代中後期にあたる「国風文化」期における中国書籍（漢籍）の日本への流入状
況に関する研究を行った。具体的には、貴族の日記中の漢籍記事の収集・整理、「通憲入道蔵書目録」の写本調
査、藤原頼長の「要書目録」の分析・検討、書籍の「未施行」問題の解明などを行い、当該期にも多くの中国書
籍が流入していたと思われる痕跡を確認できた。また、関連して「国風文化」期の中国文化の影響を人肉薬やミ
イラ信仰などからも明らかにした。

研究成果の概要（英文）：I researched the influx of Chinese books into Japan during the "Kokufu 
Bunka" period, which was the middle and late Heian period. Concretely, the collection and 
arrangement of Chinese articles in the diaries of nobles, the manuscript survey of the ``Tsuken 
Nyudo's Library Catalog,'' the analysis and examination of FUJIWARA Yorinaga's ``Riquired Books 
Catalog,'' and the clarification of the ``unenforced'' problem of books. We were able to confirm 
traces of the influx of Chinese books during this period as well. In relation to this, I clarified 
the influence of Chinese culture during the period of ``Kokufu Bunka'' through human medicine and 
the belief in mummies.

研究分野： 日本古代史

キーワード： 漢籍（中国書籍）　国風文化　藤原頼長　通憲入道蔵書目録　奝然　日宋貿易
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、中国文化の影響が薄れたとされる「国風文化」期においても、中国書籍（漢籍）が多くもたらされていた
ことを明らかにできたことは、当該期の文化理解の常識を覆すことにつながるものと考える。すなわち、「国風
文化」期においても中国文化の影響は大きかったことを解明できたと考える。実際、年号勘申や今昔物語集にも
中国書籍の影響が確認されるし、死体の一部を薬とする人肉薬や死体を祭るミイラ信仰が中国から導入されてい
たことは、そのことを大きく裏付けるものである。当該期の文化を、雅で和風の貴族文化という一面的な捉え方
から、多様性を持った文化であったという新たな見方に転換させる大きな意義があると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 平安時代中・後期の文化は、それまでの中国文化の模倣から脱し、日本風の文化が創造された

として、「国風文化」と呼称されている。そして、「国風文化」は、それまで中国文化をもたらし

てきた遣唐使が廃止され、中国文化の影響が弱まることで生まれたものと理解されてきた。しか

し、1990 年代以降、対外関係史研究が進展する中で、遣唐使廃止後には、中国商船の来航によ

り唐物と呼ばれる中国の文物の流入が増大し、遣唐使が派遣されていた時代よりも中国文化の

影響が増大していたのではないか、という見方が有力化した。その見方に立てば、中国文化の影

響が強まる中で「国風文化」が生まれたことになり、「国風文化」という呼称の妥当性が問題視

されるに至った。 

 しかし、2000 年代以降、中国文化の影響を軽視、ないし限定的に捉える研究が現れ、対外的

な影響より国内的要因を重視する研究が台頭してきている。申請者は国内的要因を無視するも

のではなく、国内的要因と対外的な要因の双方から「国風文化」を検討すべきであると考えるが、

本研究では現在の対外的な影響を極端に否定する研究状況を是正するために、敢えて対外的影

響を実証的に解明しようとするものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、「国風文化」期、すなわち平安時代中・後期（10～12 世紀）における中国書

籍の流入状況を明らかにすることである。当該期における中国文化の日本文化への影響が如何

なるものであったかを考えるための基礎研究として、当該期に舶載された中国書籍に関する情

報を網羅的に収集・整理し、多くの研究者に参照・利用してもらえるような史料集（データベー

ス）を作成・公開することを目的とする。このような基礎研究を行うことによって、「国風文化」

研究の進展に寄与したいと思う。 

 また、収集した史料を利用して、「国風文化」期の書籍交流の実態を解明し、その成果を社会

に還元することも研究の目的とする。 
 
３．研究の方法 
（1）「通憲入道蔵書目録」の書誌学的検討 

 院政期（12世紀）の蔵書目録とされる「通憲入道蔵書目録」は、この時期の書籍の存在状況を

窺い知る上で最も重要な史料であるが、藤原通憲の蔵書目録なのか、宮廷の藏書目録なのか、そ

の性格については不明な点が多い。本目録の諸本の原本調査を行い、校訂を行った上で、本目録

の性格を明らかにし、著録された中国書籍の舶載時期について検討を加える。 

（2）平安時代中・後期～南北朝時代の漢籍記事の網羅的調査 

 従来は、当該期の古記録に見える漢籍記事のみにて、漢籍の流入を論じていたが、南北朝期ま

で調査範囲を広げることで、より精度の高いデータを収集できると考える。これまでにも、鎌倉

末・南北朝期の『花園天皇宸記』に院政期の藤原信西（通憲）の蔵書記事を発見しており、調査

範囲を広げることの有効性を確認している。 

（3）日本現存の五代・北宋期の書籍の原本調査 

 当該期に流入した可能性のある中国書籍（五代・北宋期の書籍）の原本調査を実施し、識語や

書き込みなどから日本への舶載の時期を探ってみたいと思う。調査対象となる史料の所蔵先に

ついては、阿部隆一氏作成の「宋元版所在目録」・「本邦現存漢籍古写本類所在略目録」等によっ

て確認してある。 



（4）典拠・引用研究の調査 

 「国風文化」期の成立した日本の著作に関しての典拠・引用研究は、比較文学・日本文学の分

野でかなり広範に行われている。そのような先行研究の成果に学び、五代・北宋期の書籍を典拠・

引用する実例を収集する。 

 以上、主に４つの方法で集めた五代・北宋期の書籍情報を整理し、参観に便利な史料集を編纂・

作成したいと思う。なお、可能な限り仏典の流入状況についても、先行研究を利用して情報を付

加することも考えている。また、五代・宋代史、平安・鎌倉・南北朝時代史、平安文化史、日本

文学、比較文学、書誌学など研究領域が広範に渉るので、必要に応じて各分野の研究者を招いて、

研究会の形で専門知識を提供してもらうことも予定している。 

 
４．研究成果 

本研究の成果を一言で言うならば、「国風文化」期においても、中国書籍（漢籍）が多くもた

らされ、当該期の日本文化に大きな影響を与えていたことを明らかにしたことである。従来、中

国文化の影響が薄れたとされる「国風文化」期にも中国文化の大きな影響があったことを解明し

たことで、通説の大幅な見直しを迫ることになった。日本文化の理解自体にも、大きな修正が必

要になることだろう。 

また、書籍の面からだけでなく、人肉薬による治療方法の流入、すなわち中国医学の影響につ

いても明らかにできた。高僧などの遺体をミイラ化させて、それに現世利益や極楽浄土を祈願す

るという中国仏教の影響についても論じた。書籍による知識・情報のみならず、見聞による情報

も大きな役割を果たしたことを解明できたことは有意義であったと考える。 

以上の研究成果を論文として発表するだけでなく、学会・研究会などでも発表したが、成果の

概要を中国人の日本文化研究者に対し講演という形式で広く発信できたことは、研究の国際交

流という観点からも大きな意義があったと思われる。 
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